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製品安全データシート  
製造者情報 会社   東洋プライウッド株式会社 第二九州工場 

 住所   〒849-4256 佐賀県伊万里市山代町久原 3961-2 

 担当部門 品質保証課 

 電話番号 0955-28-4591 

 FAX 番号 0955-20-2027 

 緊急連絡先 電話番号 0955-28-2181 作成２００８年 ６月１３日 

 整理番号 ＥＳ 改訂    年   月   日 

 

【製品名（商品名）】   インスターボンド ＥＳ－１０２Ｃ 

 

【物質の特定】 

 単一製品・混合物の区分：混合物 

 化学名 ：ポリウレタン樹脂（ＭＤＩ系ﾌﾟﾚﾎﾟﾘﾏｰ） 

               難燃剤 

   成分及び含有量    ：ウレタン樹脂  約９０％ 

               難燃剤     約１０％ 

   化審法        ：（７）－８２０ 

   国連分類        ：該当しない 

    国連番号        ：該当しない 

   ポリメチレンポリフェニルポリイソシアネート（ポリメリックＭＤＩ） 

      化審法番号  （７）- ８７２    安衛法  該当しない 

      ＣＡＳ Ｎｏ. ９０１６－８７－９ 

   ジフェニルメタンジイソシアネート（モノメリックＭＤＩ） 

      化審法番号  （４）- １１８    安衛法  該当しない 

      ＣＡＳ Ｎｏ. ２６４４７－４０－５ 

   ﾒﾁﾚﾝﾋﾞｽ（4. 1－ﾌｪﾆﾚﾝ）ｼﾞｲｿｼｱﾈｰﾄ（別名：4.4 ｼﾞﾌｪﾆﾙﾒﾀﾝｼﾞｲｿｼｱﾈｰﾄ） 

      化審法番号  （４）- １１８    安衛法  通知対象物質 

      ＣＡＳ Ｎｏ. １０１－６８－８   含有量  １８～２８ｇ／１００ｇ 

      ＰＲＴＲ法  第２種指定化学物質 

 

【危険有害性の分類】 

 分類の名称 ：急性毒性物質、その他の有害性物質 

 危険性 ：消防法危険物第４類第４石油類（非水溶性） 

 有害性 ：蒸気及びミストは、眼及び上部呼吸器・気管を刺激する。皮膚・眼・鼻または上

気道に繰り返し曝すと炎症や喘息様症状を起こすことがある。 

   ＰＲＴＲ法      ：第２種指定化学物質 

 

【応急措置】 

 目に入った場合 ：直ちに水道水で１０分間以上洗い流した後、眼科医の診察を受ける。 

 皮膚に付着した場合 ：直ちに、紙・布等で拭いた後、石鹸と水でよく洗い流す。皮膚に多量に接触した

場合には、シャワーの下で衣類を脱がせ紙・布等で拭き石鹸を使ってよく洗った

後、医師の診察を受ける。 

また、外観に変化が見られたり、痛みが続く場合は直ちに医師の診察を受ける。 

 飲み込んだ場合 ：直ちに水で口の中を洗ったあと、約２５０mL の水または牛乳を与えて胃内で薄め

て無理に吐かせない。また、患者に意識がない場合には、口から何も与えてはな

らない。速やかに医師の治療（胃洗浄）を受ける。 

 吸入した場合 ：患者を直ちに空気の新鮮な場所に移し安静にさせる。 

呼吸が止まっている場合は、衣類をゆるめ気道を確保した上で人工呼吸を行う。 

 

【火災時の措置】 

 消火方法 ：粉末ドライケミカルで初期消火にあたる。 

火災が広がった時は大量の噴霧水で消火する。また、着火していないドラム・設備

などに放水し、延焼・加熱防止や破裂防止に努める。消火活動の際はＭＤＩ等が発

生する危険性があるので、消火者は自給式呼吸器など各種保護具を完全に着けて作

業する。鎮火後は漏れた本製品（イソシアネート溶液）の中和作業を行う。 

 消火剤 ：粉末ドライケミカル、二酸化炭素、泡消火剤、大量の噴霧水 
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【漏出時の措置】 

 ①風下の人を退避させる。 

 ②漏洩した場所の周辺にはロープを張るなどして人の立ち入りを禁止する。 

 ③付近の着火源を速やかに取り除く。 

 ④作業の際には適切な保護具を着用する。風下では作業しない。 

 ⑤こぼれた場所の換気をよくする。 

 ⑥中和剤を散布して中和し、または土砂等に吸収させ、除去した後、こぼれた場所を十分に水洗する。 

 ⑦大量の場合は、土砂で囲うなど排水溝への流出防止処置を講じた後、出来るだけこぼれた液の回収に努め

る。回収後の床は、上述の通り中和・除害の措置をとる。こぼれた液を回収した

容器は密閉せず、「廃棄上の注意」の記載内容に従って廃棄する。 

 ⑧中和剤の例：水／濃アンモニア水／液体洗剤（重量比）＝90～95/3～8/0.2～0.5 

 

【取扱い及び保管上の注意】 

 取扱い ：吸い込んだり、眼や皮膚及び衣服に触れないように、適切な保護具を着用し、直

接の接触を防ぐ。 

屋内の取扱い場所には局所排気装置を設置する。 

漏れ、あふれ、発散しないようにし、みだりに蒸気を発生させない。 

高温物、スパーク、火災を避ける。 

本製品（イソシアネート溶液）と反応する水等の接触には十分に注意する。 

緊急時に備えて、十分な数の保護具や十分な量の中和剤を常備する。容器の取扱

いは、転倒・落下に注意する。 

 保管 ：屋内貯蔵所は防火構造で十分換気できるようにする。また、床材は非吸収性の材

料とすることが望ましい。 

吸湿すると樹脂化したり尿素化合物が析出したりして、ふたが取れなくなったり、

二酸化炭素の発生により容器が破損する恐れがある。 

貯蔵する場合は冷暗所を選ぶ。 

火気厳禁・関係者以外立入禁止等の標識を掲示する。 

 

【暴露防止措置】 

 ＭＤＩ 

 管理濃度 規定なし 

 日本産業衛生学会(1993)TWA 0.05 ㎎/m3（暫定値） 

TWA 0.005ppm(0.051 ㎎/m3) 
 ＡＣＧＩＨ(1989-90) 

STEL 0.02ppm (0.2 ㎎/m3) 
 許容濃度 

 ＯＳＨＡ（1992） 0.02ppm (0.2 ㎎/m3)（天井値） 

 設備対策 ：取扱う設備は、密閉式の構造とする。使用に際して蒸気またはミストが発生する

場所には、局所排気設備などを設置して換気をよくする。 

作業者は適切な保護具を着用し作業を行う。また、取扱い場所の近くに、洗眼及

び身体洗浄のための設備を設ける。床材は非吸収性の材料とする。 

 保護具 ：呼吸用保護具；呼吸機用保護マスクを着用する。 

     呼吸用保護具の例；空気呼吸器  ＪＩＳ Ｔ ８１５５ 

              送気式マスク ＪＩＳ Ｔ ８１５３ 

  保護眼鏡  ；普通型保護眼鏡などの着用 

  保護手袋  ；保護手袋など（長靴も） 

 

【物理／化学的性質】 

 外観 ：淡黄褐色液体 

 臭気 ：弱刺激臭あり 

 粘度（２５℃） ：３５０±７０mPa･s 

 ＮＣＯ（％） ：１７．７±０．５ 

 比重（２５℃） ：１．１５±０．０２ 

 蒸気密度 ：ＭＤＩとして８．５（空気＝１） 

 蒸気圧 ：ＭＤＩとして 5×10-6Torr(25℃)[7×10-4Pa(25℃)] 
 溶解性 ：アセトン、ベンゼン、トルエン、クロロベンゼン、メチレンクロライド、酢酸エ

チル等の多くの有機溶剤で希釈可能． 
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【危険性情報（安定性・反応性）】 

 引火点 ：２１０℃ 

 発火点 ：データなし 

 爆発範囲 ：データなし 

 安定性・反応性 ：通常の取扱い条件では安定である。 

ただし、本製品（イソシアネート溶液）は非常に活性が高く、水・アルコール・

アミンなどの活性水素化合物と反応し発熱する。 

塩基性物質や、ある種の金属化合物等の存在によって重合発熱する。 

水と反応して二酸化炭素を発生する。 

 

【有害性情報（人についての症例、疫学的情報を含む）】 

 刺激性 ：蒸気は眼及び上部呼吸器、気管を刺激する。皮膚に対しても刺激性がある。 

刺激あるいは臭気を感じないような低濃度でも敏感な人は喘息様症状を起こすこ

とがある。 

眼に触れると激しい痛みが起こり、すぐにこれを完全に除かないと視力障害を残

すことがある． 

 急性毒性 ：ＭＤＩ  経口 ラット LD50  ＞ ５０００㎎/㎏ 

   吸入 ラット LC50  ３７０～４９０㎎/m３/4h 

 感作性 ：繰り返し暴露により感作が成立し、気管支喘息に似た症状を起こしたり皮膚炎を

起こすことがある． 

 

【廃棄上の注意】 

 焼却する。もしくは都道府県知事の許可を受けた産業廃棄物処理業者に委託する。 

本製品（イソシアネート溶液）で汚染したものは、中和剤などを用いて開放系で引火などに注意しながら無

害化処理した後、適切な方法で焼却処分する。 

 

【輸送上の注意】 

 運搬に際しては容器に漏れのないことを確かめ、及び所定の表示がされていることを確認し、転倒、落下、

損傷がないように積み込み、荷崩れの防止を確実に行う。 

火気を近づけない。 

輸送時は雨にあてないようにする。 

その他の取扱いについては、「取扱い及び保管上の注意」の記載内容に準じて行う。 

 

【適用法令】 

 化学物質管理促進法 ：第二種指定化学物質；メチレンビス（4,1-フェニレン）ジイソシアネート 

 労働安全衛生法 ：該当なし 

 消防法 ：危険物第４類第４石油類 危険等級Ⅲ 

 

【その他の情報】 

 参考資料 

 １）ウレタン原料工業会「ポリウレタン原料について」（1987） 

 ２）日本産業衛生学会「許容濃度等の勧告」（1993）、産業医学３５（４）（1993） 

 ３）ウレタン原料工業会「ＭＤＩ（ﾓﾉﾒﾘｯｸ及びﾎﾟﾘﾒﾘｯｸ MDI）」輸送管理指針（1989） 

 ４）日本化学会、防災指針 No.98「4.4′-ｼﾞﾌｪﾆﾙﾒﾀﾝｼﾞｲｿｼｱﾈｰﾄ（ＭＤＩ）」（1989） 

 ５）労働省安全衛生部監修「新版 危険・有害性便覧」中災防（1986） 

 ６）産業中毒便覧、医歯薬出版（1981） 

 ７）西内康浩、生態化学、４（３）４５－４７（1981） 

 

［ご注意］本文書の記載内容は弊社の専門家によるものであり、発行時において最新の情報であると信じておりま

す。しかしながら、本品の実際の使用条件や情報の利用のあり方は、弊社の管理範囲外のものでありま

す。御使用者各位の責任において、安全な使用条件を設定下さるようお願い申し上げます。 


